
　

樽
前
山
は
、
約
9
千
年
前
に
誕
生
し
た
活
火
山
で
す
。

約
3
千
年
前
に
2
回
噴
火
し
、
江
戸
時
代
に
は
1
6
6
7

年
と
1
7
3
9
年
に
大
規
模
噴
火
が
発
生
し
た
こ
と
が
記

録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
以
降
は
現
在
の
山
の
姿
で
あ
る
、
溶
岩
円
頂

丘
と
な
っ
た
、中
規
模
噴
火（
1
9
0
9
年（
明
治
42
年
））

を
は
じ
め
、
中
規
模
や
小
規
模
噴
火
を
度
々
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。

　

今
、
樽
前
山
の
噴
火
災
害
と
し
て
、
一
番
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
中
規
模
噴
火

ま
た
は
小
規
模
噴
火
で
す
。

中
規
模
噴
火
の
可
能
性
が
あ
る
樽
前
山

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る「
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
」

と
い
う
言
葉
、
皆
さ
ん
は
正
し
く
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
と
は
、
火
山
活
動
の
状
況
を
噴
火
な
ど

の
危
険
範
囲
や
必
要
な
防
災
対
策
を
踏
ま
え
て
5
段
階
区

分
し
た
も
の
で
す
。
火
山
活
動
の
状
況
に
応
じ
て
、
噴
火

警
報
な
ど
を
発
表
し
、
避
難
な
ど
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

す
。 噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
と
は

　

気
象
庁
で
は
、
東
京
・
札
幌
・
仙
台
・
福
岡
に
設
置
し

た
4
つ
の
「
火
山
監
視
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
、
全
国
の

活
火
山
の
火
山
活
動
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

火
山
活
動
を
監
視
カ
メ
ラ
で
常
時
観
測
す
る
ほ
か
、
泥
流

を
感
知
す
る
ワ
イ
ヤ
ー
セ
ン
サ
ー
や
、
火
山
活
動
に
伴
う

山
体
の
膨
張
な
ど
を
調
べ
る
機
器
（
Ｇ

Ｐ
Ｓ
）
の
設
置
、
そ
の
他
火
山
性
微
動

な
ど
の
計
測
を
行
い
ま
す
。

　

樽
前
山
は
、
常
時
観
測
火
山
と
し
て
、

気
象
庁
の
観
測
デ
ー
タ
に
加
え
、
自
治

体
や
大
学
な
ど
研
究
機
関
か
ら
提
供
を

受
け
た
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

火
山
の
活
動
状
況
を
24
時
間
監
視
し
、

総
合
的
に
診
断
し
て
い
ま
す
。

火
山
の
観
測
体
制

〈
火
山
噴
火
災
害
編
〉

居住地域及び
それより
火口側

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

避難

避難準備

入山規制

居住地域に重大な被害を及ぼす噴
火が発生あるいは切迫している

火口周辺
規制

活火山で
あること
に留意

火山活動は静穏。火山活動の状態
によって、火口内で火山灰の噴出
などが見られる

火口周辺に影響を及ぼす噴火が発
生あるいは発生すると予想される

居住地域の近くまで重大な影響を及
ぼす噴火が発生すると予想される

居住地域に重大な被害を及ぼす噴
火が発生すると予想される

噴火予報

噴火警報
（火口周辺）

火口内等

火口周辺

火口から居住
地域近くまで

火山活動状況レベルとキーワード対象範囲警報・予報

噴火警報
（居住地域）

▲市ホームページや市内全戸配布の防災ハンドブックにも掲載されていますので確認しましょう

▲恵庭岳

支笏湖

白老

千歳

苫小牧東

苫小牧 沼ノ端 勇払

▲モーラップ山

▲丸山遠見

道
央
自
動
車
道

新
千
歳
空
港

36

36

16

火山灰延べ4㎝
1874年の実績を
もとに予想

火山灰延べ2㎝
1874年の実績を
もとに予想

樽前山火山防災ハザードマップ 1874 年（明治7年）と同規模の噴火が起こった場合中規模噴火

▲風不死岳▲風不死岳

噴石（噴出岩塊）

危険度重大地域
直径 1.5ｍ以上の岩が飛んでくる危険性の
高い地域

火砕流

危険度重大地域
火砕流の本体、熱風部に襲われる危険性の
高い地域

泥流・土石流

積雪時には危険度重大地域
積雪が火砕流で融かされて、泥流が発生し
氾濫する危険性の高い地域 別

々
川

苫
小
牧
川

錦
多
峰
川

小
糸
魚
川

覚
生
川

別
々
川

苫
小
牧
川

錦
多
峰
川

小
糸
魚
川

覚
生
川

太平洋

火山灰延べ8㎝
1874年の噴火

▲
樽前山

火山灰延べ 16 ㎝
1874年の噴火
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